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目次： 

今、同窓会では １ 

同窓会現況 1 

同窓会開催報告 2 

同窓会開催報告 3 

お年玉結果報告 4 

酪農学園ﾏﾙｼｪ等 4 

酪農学園同窓会の現況(卒業生数)20２2.０4.０1現在 

HP:https://rakuno.org/ 

発行日2023年2月15日(不定期) 第７巻 第２号（通号７５号） 

同窓会通信－野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  

酪農学園の現況（2021年度） 
 

〇酪農学園大学（2021.5.1） 

学生数：3,336名 

（大学3,268名、大学院68名） 

教職員：332名（教員178名、職員154名） 

〇とわの森三愛高等学校（2021.5.1） 

生徒数：1,057名 

（全日制：普通科779名、 

 アグリクリエイト科109名） 

（通信制：普通科148名、 

  農食環境学科 21名） 

教職員：69名（教諭56名 職員13名） 

 

入試状況（2021年度入試） 

〇酪農学園大学 

 総定員７００名 入学者数６７１名 

〇とわの森三愛高校 

 総定員３００名 入学者数３５０名 

 

 

 

 事務局からのお願い 

 
 コロナ感染対策上、5月８日からの５類移

行に伴い、同窓会や同期会を企画したいとの

連絡が増加しています。特に大学では２０２

０年の６０周年関連事業で延期されている

ケースが多いと思います。 

 開催にあたり、１０名以上の参加者が見込

める場合は、同窓会ＨＰ上の助成金申が可能

ですのでご活用をお願いします。 

（終了後に集合写真と概要記事をいただき、

HPで紹介させていただきます） 

 

 また、開催案内文書の同窓会ＨＰ掲載も可

能ですので事務局までごお知らせ願います。 

同窓会HPはスマホ対応版ですのでお気軽に閲

覧可能です。 

 なお、母校訪問のご希望についても、事前

にメール（Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp)

いただければ、見学場所や学食体験の調整も

いたしますのでご利用願います。 

 ３年間の同窓会自粛が解除され、久しぶり

に旧交を温める機会が増えると思いますが、

くれぐれも感染防止にはご留意願います。 
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２０２1年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ７１７名 

 大   学 計   ３３，０５８名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２１，１２７名 

 合 計 計   ６５，３８９名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    

       ＊９１，５１７名 

   総合計  

    １５７，２０９名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

酪農学園同窓会からのお知らせ 

 「今、同窓会では」 
 

 今、同窓会ではコロナ禍で書面議決や中

止となっていた地区支部での同窓会の対面

開催が少しづつ行われるようになってきま

した。 

 今年度は通常事業に加えて、積み残し課

題の整理も行われております。課題が長い

経過を辿っているため、解決には難しい面

をありますので丁寧な取り進めと皆さんの

総意で一定の結論をまとめていきたいと

思っています。 

 「学園だより」の廃止に伴う、「同窓会

だより」の単独発行は２年目をむかえます

が、通信費の大幅増加により財政的には厳

しい状況が続くことが予想されますが、紙

面の充実を図りながら継続発行して生きた

と考えています。皆様からのお便りも掲載

させていただきますので母校に近況をお寄

せ願います。 

 暦の上では立春過ぎていますが、こちら

は積雪１ｍぐらいで厳寒期ど真ん中です。 

 暖かい地方の花の便りをお待ちしていま

す。 



同窓会開催報告            

第７巻 第２号（通号７５号） 

 2023年度酪進会卒業生歓迎会報告 

 2023年１月28日札幌市西11丁目「まんぷく屋」（すでに

定番）を貸し切り、2023年度酪進会卒業生(通算60期)の歓迎

会を開催した。行動制限は解除されたが、いまだコロナ感染が

続くことから、卒業学年に近い元学生にのみ限定して声をかけ

た。当日、38名の卒業生・教員・在学生が、全国から集っ

た。 

 酪進会は、酪農学科家畜管理学研究室の卒業生の会として

1982年に結成された(当時は、西埜教授と東助手)。西埜元教

授が2020年1月に、干場前教授が2022年5月にお亡くなり

になったことから、近藤誠司北大名誉教授(元講師)の黙祷が行

われた。出嶋副会長の挨拶に続き、乾杯の音頭で懇親が開始さ

れた。 

 4年生ひとりひとりが90秒間で、自己紹介、研究室の思い

出、卒論内容、卒業後の進路を説明した。学生たちは普段か

ら、各自の発表を互いに評価しあうことで、プレゼンテーショ

ン能力を磨いている。今回の酪進会でも、4年生のスピーチ

を、卒業生全員が５段階で評価した。それにしても卒論発表会

でも感じたが、4年生の発表能力は、驚くほど高い。やはり、

練習は決して裏切らない。2年間のゼミ活動の成果だと信じた

い。よく育ちましたね。 

 その後、卒業生ひとりひとりから、4年生に向けた熱いアド

バイスをいただいた。卒業生から、4月に結婚予定との報告が

あり、とても幸せに包まれた会になった。本年11月には総会

が開催され、100名程度の参加者が見込まれている。3年ぶり

の酪進会の開催であった。やっぱり同窓で集まり、全国各地で

活躍する卒業生が、学年の連なりから互いに言葉を交わし、交

流するのはとても楽しいものである。まんぷく餃子とジンしゃ

ぶの香りに包まれ、個人個人の交流は、2次会まで続くことに

なった「らしい」。 

 3年前に始まるコロナ禍の中、礼拝も、授業も、実験も、課

外活動も、WEB化された中で行われていた。しかし、こうし

た同窓会の活動が、ゆっくりと、その穴を埋めてくれることに

なるだろう。細心の注意を払いつつ、恐れず、交流の輪を広げ

ていきたいと思う。現役学生にとっては、初めての「酪農讃

歌」合唱で、再開を誓いつつ、終了した。 (文責 森田茂)  
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酪小獣中国地区セミナー報告 

 １月８日（日）、午前の部(１０時～１２時)と午後の部(１４

時〜１７時)の２回、岡山市内第１セントラルビル２号館７階

（スイッチワークス社内）を会場にして、（株）ノースラボの

賀川由美子先生（本学OG）をお呼びして、中国地方の関係者５

０名を対象にしたセミナーを開催しました。 

 午前中は国家試験対策として組織の固定法から各臓器の生理

学的な分野まで幅広く病院スタッフでもわかりやすいセミナー

（病理学入門 組織のキホン（病院スタッフ向け））を開催し

ていただきました。参加者の方々も国試前に必要な知識が整理

できたなど大変評判のセミナーでした。 

 午後は獣医師向けのセミナー（皮膚腫瘍を1日でマスターする

（獣医師向け））として皮膚腫瘍・肥満細胞腫についてのご講

義をしていただきました。３時間という長丁場にもかかわらず

時間を忘れるほど内容の濃いセミナーでした。普段の皮膚腫瘍

で何をどこまでどうするか？を学術的に解明できたセミナーで

参加者の皆さんも大満足のセミナーでした（幹事 鳥越秀二）

（文責 大石太郎）。 

 



同窓会開催報告           
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同窓会通信－野幌だより－ 

 酪農学園大学ラグビー部関東ＯB会報告 

 ２０２３年１月２９日１５時より、東京駅近くの新丸の内

ビル７Ｆのムスムスにて、酪農学園大学ラグビー部関東ＯＢ

会を開催しました。今回、石山健三さんが発起人となり計

画・準備を進めて頂きました。 

 北海道よりＯＢ会会長の小林紀彦さんも参加していただ

き、関東近郊ＯＢ１3名に加え、昨年春までコーチをしてい

ただいた根本さんの参加もあり、総勢１５名が集まりまし

た。 

 まず、小林会長の挨拶と乾杯で始まり、昨年の現役の活動

と現状の報告がありました。 

 今年７月に開催を予定のラグビー部６０周年祝賀会の日程

（コロナの影響で延期中）についてのアンケートをしたり、

開催内容についても話し合いもあったり、また、お酒が進む

につれてそれぞれの思い出話にも花が咲き、年代は違えど同

じ酪農学園大グランドで楕円球を追いかけていた仲間とし

て、良い交流ができたと思います。卒業して数年の若手ＯＢ

の参加もあり、今後の関東ＯＢ会の開催も楽しみになりまし

た。７月の６０周年祝賀会にはたくさんのＯＢとその御家族

の皆様が集まり、盛会となることを願います。 

（幹事 小田巻達史） 

 北海道第三地区（道南）地区会報告 

 ２０２２年１２月１０日１０時より八雲駅近くの「まるみ食

堂」にて開催致しました。 

コロナ禍により３年ぶりの開催となりますが、開催するか・開

催しないかを同窓会事務局とも相談しながら、感染対策を取

り、食事はせず、お弁当を持ち帰る事で状況が大きく変わらな

ければ開催する事として準備を始めました。 

 総会に併せ堂地学長を招いて講演会をして欲しいという声が

上がり、学長の都合を確認したところ、何日か候補日がある中

から降雪等を危惧し最短の１２月１０日に決め、案内を送った

ところです。 

 参加者は１３名と例年と比べ少なくなってしまいましたが、

総会では事業報告、事業計画の承認と役員の改選を行いまし

た。 

 その後開催の講演会では「酪農学園に求められているもの」

の演題で堂地学長より講演を頂きました。 

 講演の概略は、少子化の進行する中、入学者の確保に苦労さ

れているいる状況や酪農学園が地域社会に果たす役割と使命に

ついてパワーポイントを使って講演されました。 

 当地区の同窓会は、例年参加者の近況報告に多くの時間を割

いておりましたが、コロナ禍であることから近況報告の時間を

短くせざるを得ず、少し残念な同窓会となってしまいましたが

（文責 事務局長 荻本 正）。  

 



〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 
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 酪農学園大学 

ブランドマークと 

キャッチフレーズ 

お年玉プレゼント結果報告 
 

 戦争や円高の影響から物価高のうえ、第８派のコロナ禍で

ステイホームも多く、明るいニュースが少ない日々が続いて

いますが皆様いかがお過ごしでしょうか？ 

 

 今年度のお年玉プレゼントは３７名が当選しました。この

通信が発行された時点では〇〇名の方が返信用葉書により、

申込していただきました。お礼申し上げます。 

 ２月末締切りですので未開封の方は是非ご確認をお願いし

ます。 

 惜しくも外れた方、次年度をお待ちください。いつかは当

たります。 

 

 昨年からの実施ですが少しずつ認知していただいてきてい

るような状況です。このお年玉プレゼントは。、酪農家支援

も含めて、牛乳・乳製品の消費拡大も目的として行っており

ます。 

 牛乳を沢山飲んで健康増進にも努めて頂ければ幸いです

（乳糖不耐症の私も頑張って飲んでいます）。 

 

 今年までの２年間は酪農学園大学製造バターセットでした

が、次年度からは同窓生製造の乳製品も検討してみたいと思

いますのでご希望がありましたらメール等でお知らせ願いま

す。 

 このプレゼントの抽選方法は、乱数表を利用して、無作為

抽出により住所が判明している卒業生数を１０００で割った

数を選者数としています。簡単に言うと千名に１名当たる確

率となっています。 

 １０年続くと百人に一人当たる確率？（ほんとかな？） 

  

 

  

 今年度で3回目となります「酪農

学園マルシェ」を開催することに

なりました。 

 長引くコロナ禍のなか、社会経

済活動回復に向けた動きが活発化

しております。 

 そのような状況の中、さらなる

牛乳・乳製品の消費拡大に寄与す

るために、本学園および卒業生の

皆さまが製造した商品を販売しま

す。 

 今年度は大通ビッセに会場を移

し、生産者・製造者が直接販売を

行います。 

 つきましては、下記のとおり開

催いたしますので周知活動にご協

力いただけますようお願い申し上げます。 

 それぞれのこだわりと思いが込められた牛乳・乳製品を、この機会

にぜひお買い求めください。 

                記 

１ 名 称 酪農学園マルシェ 

２ 日 時 2022年2月10日（金）～12日（日）11：00～18：

00 

      ※商品がなくなり次第終了させて頂きます 

３ 会 場 大通ビッセ 1階および地下2階 

      札幌市中央区大通西3丁目7番地 北洋大通センター（チ

カホ直結） 

４ 主 催 酪農学園社会連携センター 

５ 後 援 北海道、株式会社北洋銀行、交洋不動産株式会社 

６ 協 力 北海道コカ・コーラボトリング株式会社 

７ 出店者 ・酪農学園大学（江別市）     

      ・株式会社アンジュ・ド・フロマージュ（黒松内町） 

      ・株式会社宇野牧場（天塩町） 

      ・有限会社小林牧場（江別市） 

      ・株式会社ジャパチーズ（旭川市） 

      ・株式会社長沼あいす（長沼町） 

※出店企業のキャンセルおよび商品が変更になる場合もございます 

※酪農PLUS+のSNSで情報発信中  

 

酪農学園同窓会 

 

 

 編集後記 

 
 

編集後記 
 立春が過ぎ、札幌雪祭も終わり、本州からは梅の便り

も聞こえて来る季節になりましたが、同窓生の皆様、い

かがお過ごしでしょうか？ 

 今年のお年玉プレゼントは３７名の当選者でしたが、

当選葉書のお返事は１２名でした。２５名の方は当選し

ながらお返事がなく、「同窓会だより」をご覧いただけ

ていないような気がします。 

 一人でも多くの同窓生に大学製造の自慢のバターをご

賞味いただきたいと思います。締め切りまで半月ありま

すので、再度当選番号のご確認をお願いします。 

 コロナ禍も５月からの５類移行に伴い、通常の同窓会

開催を企画されることが多くなると思います。 

 こちらも事務局としてしっかりサポートさせていただ

きたいと思っています。 

 ２０２３年は同窓会５０周年の節目の年でもあります

ので記念誌の発行を計画しておりますのでご協力をお願

い申し上げます。 


